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新型コロナウイルス感染拡大の影響により、オンラインというかたちではありましたが、 2021年8月2日か

ら5日の4日間にかけて開催した2020年日独スポーツ少年団ユースキャンプ（2021年実施）は無事に終了

いたしました。

開催にあたり、ご尽力いただきましたドイツスポーツユーゲント、ドイツオリンピックアカデミーの役員・スタッ

フのみなさま、ドイツおよび日本国内の関係団体のみなさま、日独両国のコミュニケーションの橋渡しをして

いただきました通訳のみなさまに深く感謝申し上げます。

2019年5月にドイツスポーツユーゲント、ドイツオリンピックアカデミー、日本スポーツ少年団の3団体が協

定書の調印をしてから3年の月日を経て開催された本事業は、東京2020オリンピック・パラリンピック競技

大会の開催を契機に実施が決まりました。

そこから開催に向けてドイツスポーツユーゲント、ドイツオリンピックアカデミー、日本スポーツ少年団の3団

体間で密に連携し、協議を重ね、開催に向けて準備を進めてまいりました。

しかしながら、新型コロナウイルスの影響により東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催が1

年延期され、さらに海外の観客の受入の断念や無観客開催となったことを受け、残念ながら本事業もオン

ライン形態に変更となり、実際に対面で交流をすることも競技会場で観戦することもできませんでした。

そのような状況であっても、本事業のテーマである「Creating our future together: Sustainability of

Sport～共に未来を形成するスポーツの持続性～」の基、オンラインを通してさまざまなプログラムに取り組

みました。

本交流のテーマは、日本とドイツが合同で開催することから、両国の文化・習慣、スポーツ事情等を共に理

解し、日本団・ドイツ団一人一人が、多様な価値観を尊重しながら日独両国で作り上げることを重要視しま

した。また、現代スポーツにおける課題を取り上げ、スポーツが持っている多面的な価値を理解し、考えなが

ら未来における「スポーツの在り方」や「スポーツの価値」を考え、見つめ直すきっかけとなることを目的としま

した。両国の団員のみなさんは4日間のさまざまなプログラムを通して、活発な意見交換を行い、お互いの考

えを共有し、これからのスポーツにとって、とても大切なことを「未来に向けたスポーツ宣言！」として発表し

てくださいました。

団員のみなさんには、本事業をきかっけに、持続可能な社会の構築に貢献してくれることを心から願って

おります。また、日独両国の強い絆を今後も大切にしていただき、両国の親善により一層貢献していただけ

ることを期待しています。

結びに、本事業の開催にあたり多大なご協力を賜りましたドイツスポーツユーゲント、ドイツオリンピックア

カデミーの役員・スタッフの皆さま、ドイツおよび日本国内の関係団体の皆さま、本事業のサポートをしていた

だきました通訳の皆さまに対し、改めて厚く御礼申し上げます。今後の両国の青少年スポーツの発展と友好

に結びつくことを祈念し、挨拶といたします。

泉 正文
Masafumi Izumi

日本スポーツ少年団 本部長
Japan Junior Sport Association 1. Vorsitzender
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オリンピックユースキャンプは、ドイツスポーツユーゲントとドイツオリンピック・アカデミーの歴史において、

長い伝統があります。日本スポーツ少年団との交流も同じように長きにわたる伝統があります。すでに

1964年の東京オリンピックのとき、日独青少年交流が行われ、それをきっかけにその後定期的に実施さ

れている指導者交流・同時交流を通じて友好的なパートナーシップへと発展しました。

このパートナーシップは、2020年の東京オリンピックの際にも特別な意味を持ちます。オリンピック平和

運動と国際理解の理念のもとに、東京オリンピックと並行して、日独オリンピックユースキャンプの実施を

共同で計画してまいりましたが、新型コロナウィルスパンデミックの影響により、東京オリンピックは2021

年に延期されました。そこで私たちの期待は膨らみました。 一年間あれば、コロナウイルス対策のさまざ

まな制限も廃止され、大規模な両国間ユースキャンプの実施も可能になるだろうと。しかし、2021年にも

対面でキャンプを行うことはできませんでした。

このような困難が続いたにもかかわらず、両国のスポーツ少年団は、いろいろな不安と制限等が溢れる

この時期に、日本とドイツの若い団員に多彩なオンラインによる交流をすることに成功しました。最初の対

面の時から最後の「サステナビリティとスポーツ」というテーマについてのグループワークまで若者が積極的

に興味を示して参加したことに感動しました。この四日間、交流を深める中で両国の若い参加者は、自

分とは異なったものの見方や価値観への基本的理解を模範的に示しました。それと同時に、相手の立場

や意見を尊重した上で自分自身の立場を主張することができました。

オンラインオリンピックユースキャンプは、参加者にとって将来、個人生活の上でも、職業またスポーツの

分野においても大いに役立ったと確信しています。今後スポーツへの情熱と、スポーツの人と人を繋ぐ力

を維持し続け、それを伝え続けるのは彼らユースキャンプの参加者です。そうすることによって、彼らは東

京オリンピックの「感動で、私たちは一つになる」というモットーを実施していきます。

日本スポーツ少年団及び泉正文本部長に、長年にわたるパートナーシップ及び素晴らしい協力関係に

対して、心より感謝申し上げます。そして、日本スポーツ少年団職員の皆様、日本団長団、通訳者の

方々及びすべての参加者にも感謝申し上げます。皆様の多大なるご支援とご協力のおかげで、類のない

忘れられない交流となりました。

シュテファン・ライド
Stefan Raid

ドイツスポーツユーゲント 本部長
1. Vorsitzender der dsj

グードルン・ドル・テッパー
Prof. Dr. Gudrun Doll-Tepper

ドイツオリンピックアカデミー 理事長

Vorsitzender der DOA

シュテファン・ライド グードルン・ドル・テッパー
Stefan Raid Prof. Dr. Gudrun Doll-Tepper
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東京オリンピック開催にともなうユースキャンプの共同開催の申し出がドイツスポーツユーゲントからあった

のが、オリンピック開催の3年前であったと記憶しています。日本スポーツ少年団としては初めてのことだった

ので少々戸惑いましたが、日独同時交流の長い歴史を持ち、揺るぎないパートナーシップで結ばれた両国で

あるので、期待感の方が大きかったことを覚えています。その後、何回もの対面やＷｅｂでの打合せを重ね、

準備を進めてきましたが、新型コロナウイルスのパンデミックのため東京オリンピックが1年延期され、日独

ユースキャンプも2021年に開催されることになりました。最後まで訪日による開催を模索しましたが、Ｗｅｂ

を利用してのキャンプとなりました。準備を進めてきた団員、指導者、事務局関係者にとっては、大きな落胆

と不安に包まれましたが、意義ある交流となるようＷｅｂ交流の準備を短期間で進めました。両国の関係者

の皆さんに心から敬意と感謝を申し上げます。

打合せの過程で、今回のユースキャンプのテーマを「共に未来をつくる：スポーツの持続性」としました。ス

ポーツの持つ効果・可能性は多様で、そこに若者が集うことでさらに大きな効果を生んでいると思われます。

我々がスポーツを通して、未来の社会のために何ができるのか？持続可能な社会の実現のためにスポーツ

を通して何をすべきなのか？を考え、若者による“スポーツ宣言”をすることを目標としました。これが、これか

らの行動指針になってくれれば、と願ったのです。そのために、サブテーマとして「新しいスポーツの価値」を

掲げ、本来のスポーツの持つ文化的な価値、また手段としてのスポーツの価値、つまり経済や教育のために

スポーツを利用すること、さらにはその他の価値について考察することにしました。その価値を考察する視点

として、「インティグリティの視点」「オリンピック・パラリンピックの視点」「日独関係の視点」を設定し、若者の

自由な意見交換が行われました。このディスカッションから様々な気づきが生まれ、新たな自分の考えがまと

まり、これからのスポーツとの関わり、生活の指針が定まって欲しいと願ったのです。

実際のプログラムは、両国独自の事前研修に始まり、2021.8.2-5の期間にアイスブレイク、各種レク

チャー、スポーツアクティビティ、ディスカッションなどが行われました。まさに濃密なプログラムでした。最後に

グループ毎にディスカッションの発表会が行われました。この中には、リサイクル、平等、ゴミ、公平な社会、

責任感、リスペクト、ジェンダー、環境、教育、コミュニケーション、パートナーシップ、政治力、未来、などなど、

様々なキーワードが並び、多彩な意見交換が行われたことがわかりました。この中から、“私たちが行動する

んだ”という言葉や想いが伝わってきました。残念なことに、これを一つにまとめることはできませんでしたが、

当初の目的である「スポーツを通して、未来の社会のために何ができるのか？」を考察し、その中から「様々

な気づきが生まれ、新たな自分の考えがまとまり、これからのスポーツとの関わりや生活の指針が見えてく

る」については達成されたように思います。オリンピックは4年に1度ですが、彼らにとっては人生に1度の、素

晴らしい時間を過ごすことができたのではないでしょうか。

最後になりますが、日独の参加者、指導者の皆さん、dsjおよびJJSAの事務局の皆さん、通訳の皆さん、そ

してキルステン団長をはじめとするｄｓｊ役員、ＪＪＳＡ役員の皆さんに心から感謝申し上げます。

ありがとうございました。

富田 寿人
Hisato Tomita

日本団団長
Leitungs des Japan

富田 寿人
Hisato Tomita 3



ドイツスポーツユーゲント、日本スポーツ少年団、そしてドイツオリンピック・アカデミーが協力し、日独合同

のオリンピックユースキャンプを実施しようというアイディアが生まれたのは既に2015年のことでした。その時

から、密な交流を行い、お互いに訪問しあったり、合同での準備のミーティングを繰り返してきました。

もともとは、日独両国あわせて100名の参加団員で東京オリンピックに並行して日独スポーツ少年団ユー

スキャンプを行うつもりでした。しかし2020、2021年には私たちはこれまでに経験したことのない困難に直

面しました。新型コロナウイルス感染症の影響により、オリンピックの延期が決定、日本入国も制限され、オ

リンピックは結局海外からの観客なしで行われました。そこで、日独スポーツ少年団ユースキャンプの計画も

変更する必要が生じ、最終的にはオンライン形態でオリンピックユースキャンプを行うことにしました。このよ

うな困難な時期にこそドイツスポーツユーゲントと日本スポーツ少年団の友情が、何度となく私たちに勇気を

与え、励みとなりました。この友情こそが、オンラインであっても二国間のオリンピックユースキャンプの計画を

進めるモチベーションとなり、それが世界的なコロナパンデミックのような困難な状況にも負けないものであ

るということを示しました。

„Unity in Diversity“ – 多様性における統一。これが東京オリンピックのモットーでしたが、我々のオリン

ピックユースキャンプにも最も相応しいモットーです。なぜかと言いますと、私たちは個人的背景も、スポーツ

の種目、出身や住んでいる場所なども問わず、スポーツを通して一つになってきたからです。９千キロメート

ルもの距離があるにもかかわらず、私たちは一致団結しました。スポーツ、それが私たちの共通点であり、わ

れわれの共通の言語でもあります。スポーツはグローバルなものであり、私たちを繋いでくれるのです。

このスポーツの人と人を繋ぐ力というものを、日本人とドイツ人が参加するオンライン交流でも経験するこ

とができました。最初の出会いから、最後の国連のサステナビリティ目標についての討論までを通じてオリン

ピックユースキャンプの参加者が、キャンプが進むにつれて一つのチームになっていくことをはっきりと感じる

ことができたのです。

オンラインオリンピックユースキャンプを準備し、実施してくださった日本スポーツ少年団、通訳者の方々、

富田寿人団長と日本団長団、及び日本スポーツ少年団泉正文本部長に心より感謝申し上げます。そして、

オリンピックユースキャンプに参加し、熱心に課題に取り組み、この交流プログラムを忘れられない素晴らし

いものにしてくれた参加団員の皆さんにも心からお礼申し上げます。

キルステン・ハーゼンプッシュ
Kirsten Hasenpusch

ドイツ団団長
Leitung des DOJL

キルステン・ハーゼンプッシュ ゲラルド・フリッツ
Kirsten Hasenpusch Dr. Gerald Fritz

ゲラルド・フリッツ
Dr. Gerald Fritz

ドイツ団副団長
Stellvertretende Leitung des DOJL

4



⚫ オープニングセレモニー
- 日本スポーツ少年団本部長あいさつ
- ドイツスポーツユーゲン本部長あいさつ
- 在ドイツ日本国大使館あいさつ
- ドイツ連邦共和国大使館あいさつ
- 日本団団長 あいさつ
- ドイツ団団長 あいさつ

⚫ アイスブレイク
⚫ Getting to know
⚫ 各組織の概要説明
⚫ スポーツアクティビティ

⚫ オリンピック・パラリンピック競技大会に関するレクチャー
⚫ アクティブ チャイルド プログラム
⚫ 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会で掲げる

「Sustainability」に関する取り組みについて
東京2020大会組織員会からレクチャー

⚫ グループディスカッション
⚫ 各国の文化や伝統に関するレクチャー

⚫ パネルディスカッション
「Sustainability and sport – the impact of sports on 
our environment –

「スポーツと持続可能性 -スポーツがわたしたちの環境に与
える影響とは-」

- ヨハネス・ヴァイセンフェルト(Jojannes Weißenfeld）
- ウド・ガッテンレーナー（Udo Gattenlöhner)
- 行實 鉄平（Teppei Yukizane）

⚫ スポーツアクティビティ
⚫ 「Fort the Future」に関するレクチャー
⚫ グループワーク

⚫ グループディスカッション
⚫ フリータイム
⚫ スポーツアクティビティ
⚫ プレゼンテーション「For the Future」
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オープニングセレモニー

◼泉 正文
日本スポーツ少年団本部長

◼シュテファン・ライド
ドイツスポーツユーゲン本部長

◼今福 孝男
在ドイツ日本国大使館

◼イナ・レーペル
ドイツ連邦共和国大使館

◼富田 寿人
日本団団長

◼キルステン・ハーゼンプッシュ
ドイツ団団長

アイスブレイク

Game: Please decide: Either.. or ...

Game: Yes or No

ドイツ団指導者のジャニーン・オンギャート氏のもと全体でのアイスブレイクを実施。

さまざまな2択が出題され、Zoomのリアクション機能や体をつかって回答！

夏季オリンピック or 冬季オリンピック すし or らーめん

Yes or No
6



Getting to know

スポーツアクティビティ

ドイツ団指導者のジャニーン・オンギャート氏によるダンスレッスンは8月2日に実施したパート1と

8月4日に実施したパート2を経て完成！

グループごとにわかれて自己紹介シートを用いてGetting to know！

4日間さまざまなプログラムを行うメンバーについて知り、アイスブレイクを実施！

Icebreak: Teambuiliding

メンバー同士の共通点をみつけたり、グループの名称や共通のポーズを考えたり

グループごとにさまざまな方法でコミュニケーションを取りました！
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オリンピック・パラリンピック競技大会に関するレクチャー

スポーツアクティビティ

オリンピック・パラリンピック競技大会に関するレクチャーを実施！

1964年の第1回東京オリンピック競技大会と2020年の東京2020オリンピック・パラリンピック競

技大会でどのようなことに変化や進化が起きているのかレクチャーを行った。

また、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会のエンブレムやピクトグラムがどのようなレガ

シーのもと誕生したのかをビデオやクイズ形式で学んだ。

アクティブ チャイルド プログラム（JSPO-ACP)

アクティブ チャイルド プログラム（JSPO-ACP）に関する富田団長からのレクチャーのもと

実際にからだを動かしながら『からだじゃんけん』と『言うこと一緒、やること一緒』を体験！
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東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会で掲げる
「Sustainability」に関する取り組みについて

各国の文化や伝統に関するレクチャー

講師： 杉本 信幸氏

〔公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 総務局 持続可能性部 持続可能性企画課〕

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会で掲げる持続可能性コンセプトは

Be better, together より良い未来へ。ともに進もう。

このコンセプトのもと、東京2020大会では5つの主要テーマを定め、さまざまな取り組みを実践した。

そして、「スポーツ」×「持続可能性」の東京2020大会ビジョンに関するレクチャーを受け、今後の自身

の活動でも取り入れることができること、どのように活かしていけるのか考えながら学ぶことができた。

日本とドイツそれぞれの文化や伝統のほか、食事や国民に人気のスポーツなど
お互いの国のことを知る機会となった。
また、日本とドイツの「ONOMATOPE（オノマトペ（擬音語））」の違いを知る機会となった。
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パネルディスカッション

ディスカッションテーマ

Sustainability and sport – the impact of sports on our environment –

スポーツと持続可能性 – スポーツがわたしたちの環境に与える影響とは-

パネリスト

ヨハネス・ヴァイセンフェルト Jojannes Weißenfeld

東京2020大会ボートエイト ドイツ代表

ウド・ガッデンレーナー Udo Gattenlöhner

グローバルネイチャーファンド エグゼクティブディレクター

行實 鉄平 Teppei Yukizane

久留米大学 人間健康学部 スポーツ医科学 准教授

司会

カイ・ホッフマン Kay Hoffmann
Wiloディレクター

東京2020大会ボートエイトのドイツ代表で銀メダリストのヨハネス・ヴァイセンフェルト選手をはじめ

3名のパネリストがテーマに沿ったディスカッションを行い、日本団・ドイツ団からの活発な質疑に応じた。

ディスカッションでは、「スポーツやスポーツイベントにおいて持続可能性を実現するためにしてきた経験

や今後の希望」についてや、「『スポーツ』と『持続可能性(Sustainability)』の両立」について等、さまざ

まな視点から「スポーツと持続可能性」について学んだ。

また、ヨハネス選手からは東京2020大会期間中の経験談についても語ってもらうことができた。

スポーツアクティビティ

ドイツ団指導者のジャニーン・オンギャート氏によるダンスレッスンは1日目の8月2日に実施した

パート1に続いてパート2！前回実施したパート1の内容をおさらいしながらダンスが完成！
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「For the Future」に関するレクチャー

本交流テーマ

Creating our future together: Sustainability of Sport – Sport value for the Future-
共に未来を形成する：スポーツの持続性―新しいスポーツの価値―

2020年日独スポーツ少年団ユースキャンプ（2021年実施）の交流テーマは、

日本団・ドイツ団は4日間この交流テーマに関連したプログラムを通して、持続可能な社会に向けたス

ポーツの役割や「スポーツの価値」を考え、グループ内で自分たちにできること、やるべきことを話し合い、

『未来に向けたスポーツ宣言！』をプレゼンした。

グループディスカッションをはじめる前に、SDGs17の目標や2030アジェンダなど、基礎的な内容やグ

ループでディスカッションする際にトピックになりそうな内容についてレクチャーを行った。

グループワーク・ディスカッション

レクチャーをもとにグループごとに交流テーマに関するディスカッションを実施！

グループごとに活発な意見交換を行い、最終日に行う「未来に向けたスポーツ宣言！」のプレゼンに向

けたグループワークを行った。

11



グループワーク・ディスカッション／フリータイム

プレゼンに向けてグループごとにディスカッションを行い、最後の準備！

グループワーク・ディスカッションのあとはフリータイムとし、グループごとにSNSを交換したり写真撮影を

行うなどグループごとに楽しい時間を過ごした。

スポーツアクティビティ

日本団の小林唯さん・船山友菜さん・真利谷公佑さんの3名によるラジオ体操第一！

3名のラジオ体操をお手本にしながらドイツ団もはじめてのラジオ体操第一を体験した。

プレゼン発表前にみんなで緊張をほぐしながらからだを動かすことができた！
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プレゼンテーションーFor the Future―

4日間の集大成としてグループごとに考える『For the Future（未来に向けたスポーツ宣言！）』のプレゼ

ン発表を行った。それぞれのグループがさまざまな視点から現状の問題点や改善すべき点について考

え、自分たちができること、すべきことを話し合い、共通理解を持つことができた。

クロージングセレモニー

日本団の富田寿人団長とドイツ団のキルステン・ハーゼンプッシュ団

長からグループごとに行ったプレゼン発表『For the Future（未来に

向けたスポーツ宣言！）』の講評をいただいた。

新型コロナウイルス感染拡大の影響によりオンラインでの交流となっ

たが、日本団・ドイツ団は4日間を通して今後、スポーツにとって重要

なテーマとなる「スポーツと持続可能性」について学び、自分たちが

これからできること、すべきことについて考え、ディスカッションを重ね

た。ここで学んだこと、経験したことをたくさんの人に共有し、新た発

見や学びを通してさらに活躍していくことを楽しみにしています！ 13
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